





























































































































































































ったのである。これはまた逆 長崎における和蘭陀通詞達にも陰に陽に刺戟すると ろがあり、学問 成長を促進 せた。
以上の観点から本論では商学塾の塾生を、門人帳を本にしてそ
の変遷を辿ってみたい。更 これが蘭 発達史の一面を捉えることができれば、と試み ものである。
蘭学塾生徒の地域的分布と出身階層
蘭学が何等かの体系を持つ学問として積極性を帯びて来るのは
八代将軍吉宗の実学奨励の線に沿ってである。この時にいたり、青木昆陽・野呂一氾丈等幕府の学者は和蘭陀学術 研究 手を染めた。その成果は、数年間の日時をかけてようやく若干 名詞とか
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わけである。蘭学塾はまことに数多 、時代の経過と共 子塾孫塾に増加し、各地に拡まりた。大槻玄沢の芝蘭堂 始め、宇田川一家の門流、青地林宗の塾、伊東玄朴の象先堂、坪井伝道の日習堂、京都 は小石元俊の塾、新宮涼庭の順正書院 小林杭掲の塾、大坂には橋本宗吉の綜漠堂、緒方洪庵の適々斎塾等々枚挙に暇がない
ο
特に幕末になればその数もぐっと増加して、海防問題












































































































































元年五月まで五九年間三六九名の門人名がみえる。入門生の出身地は別表の通りであるが、概して京都を中心とする隣国に集中していることが特徴である。またこの出身階層につい は、こ門人帳の記載から直ちに判断することは不可能 あるが、他の門人録に比較して何々葎とか何々家中とかという記載 きわめて少なく、それに比べて郡・村名ま 記 ている例が比較的多いことからして、京都を中心とする近国範囲内の町村医達が多いように見受けられる。というの 、名
っ
た人をこの門人帳から見出
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会頭が原書を持っていて各人 割当を課 て採点し、解し得 者は白玉、解し傷うた者は黒玉 つ れ、一ヶ月間 点数を調べて毎月の席順を変え 三ヶ月続けて上席を占めれば上級 進むことが出来るので
あ
る。文典以上の生徒は塾の蔵書である物理書と




































憂いなく研学に専念することができたのであった こ ような階層の塾生を擁しているが故に緒方洪庵をして 当時は病用相省才、専ら書生教導い し、当今必要
P 4
洋学者を育て俣つもりに
























の著者青地林宗の第三女秀子と結婚し「気海観澗広義」を著し、化学の分野に意を用いること重く、後洋書調所教授職に挙げられ、所内に精煉場町学を新設する等その功大なるものあり。晩年職を辞して三田にかえり、金心寺に寓し嗣子清一と共に蘭学の塾を聞いて藩の子弟を教導した。これより先安政四年彼が江戸木挽町に居住した時の書屋を静修堂とい円たが、こ 時以前の門人一九五名、木挽町時代 来学者二四名、摂州三田にて開塾した時の来学者二一七名 数え、その姓名を知り得
c
高松譲庵・桑田立

























































































































































軍艦を相手とする台場 受持であって、そ 砲術を教授寸る師範役として、早く西洋砲術に意を用いてい から、秋帆
Jわ父の職を
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一 勝 泰 然
に関しては、村上一郎氏『胸底佐藤泰然』及び「佐倉事情の間学と断
学者」（関学資料研究会研究報告第三五号）に負うところ大である。








（回）問書「高島流の伝播」の項。（幻）横山健堂氏『人物研究と史論』大正二 八九頁。（ 臼 ）
戸羽
山瀦氏
一純一江川坦険金集』上下。（昭和二九
l
三
O
年 ）
（印）写本。上野図書館蔵。（印）杉田玄白『絢学事始』下。
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